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碧南市の取り組み 

 

１ 愛知県における景観行政団体への移行状況 

  愛知県では、令和６年４月１日時点で５４市町村の内、碧南市を含め１９

市町が景観行政団体へ移行しています。近年では令和５年６月に小牧市が、

令和５年８月に津島市が、新たに景観行政団体へ移行しました。 

 

 

資料１ 
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２ 碧南市の取り組み 

(1) 行為の届出及びチェックシートの提出状況と地域説明会の開催状況 

（令和６年３月末実績） 

制度 制度の概要 
対象 

区域 
提出時期 

Ｒ４年

度実績 

Ｒ５年

度実績 

条例

への

記載 

行為の 

届出 

行為をしようとする者が届

出対象となる行為を行う場

合、建築計画等に関する書類

を届け出ることで、景観形成

基準への適合を確認するこ

とを目的とした制度。 

市内 

全域 

行為着手の

30 日以上前

に提出 

19 件 11 件 ○ 

チェッ

クシー

トの提

出 

住宅や事務所等の小規模な

建築や行為の届出対象とな

る行為などにおいて、市民

や事業者など行為をしよう

とする者へ「良好な景観の

形成」に対する意識啓発を

図ることを目的とした制

度。 

市内 

全域 

設計から完

成までの間

に提出 

99 件 111 件 － 

地域説

明会の

開催 

行為をしようとする者が生

活ゾーンにおいて、一定規模

以上の建築物の建築等を行

う場合、地域住民が参加する

説明会等の手法を用いて、そ

の建築計画等を説明し、良好

な景観の形成を促進するこ

とを目的とした制度。 

※他法令等に基づき説明会

等を行う場合はこれと兼ね

ることができる。書面開催は

件数として数えない。 

生活 

ゾーン 

行為の届出

前に実施 
1 件 1 件 － 
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(2) 景色づくり出前講座 

   実施日：令和５年１０月３日 

対象者：碧南市立大浜小学校５年生 約６０人 

時 間：２クラスを各４５分 

テーマ：美しいまちってなんだろう 
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(3) 景観に関する市政アンケート（令和５年度） 

【質問】 

碧南市景色づくり計画や景観についてあてはまるものを１つ選んでください。 

回答項目 人数（人） 割合（％） 

計画を知っている・景観に興味がある 17 2.7 

計画を知っている・景観に興味がない 17 2.7 

計画を知らない・景観に興味がある 363 58.2 

計画を知らない・景観に興味がない 132 21.2 

その他・分からない 95 15.2 

                計 624 100.0 

              無回答   7  

 

計画を知っている       5.4%  （昨年度 8.3%） 

計画を知らない・分からない  94.6% （昨年度 91.7%） 

景観に興味がある       60.9% （昨年度 63.2%） 

景観に興味がない・分からない 39.1% （昨年度 36.8%） 

 

(4) 景観事業推進ワーキングへ参加 

愛知県内の景観行政団体による景観事業推進ワーキングへ参加し、景観 

行政に関する懸案事項や課題を共有しています。 

 

 (5) 景色づくり意見交換会 

   景色づくりを今後、どう進めていくかを検討するため、元景色づくり委員

会の公募委員の方に集まっていただき、意見交換会を３回開催しました。  
日にち 出席者数 議題 

第１回 R6.2.20 ６人 碧南市の景色づくりの経緯と今後

の進め方について 

第２回 R6.5.21 ６人 前回の振り返り 

碧南市の景色づくりの今後の進め

方について 

第３回 R6.8.1 ６人 今までの経緯と今後の進め方 

   参加者 愛知県立芸術大学 教授 水津 功 

       名古屋学院大学 准教授 三矢 勝司 

   公募委員  石川 治、小笠原 寛、竹原 幸子、鳥居 正樹 
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３ 今後の取り組み  

景観条例や景観計画の施行後の市政アンケートにより、景観計画を知ってい

る方や、景観に興味がある方が昨年度より減っていることが分かりました。 

このことから、景観への興味や計画の認知度をより高めていく取り組みが必

要であると考えており、現状での取り組みを継続するとともに、新たな啓発活

動について、他市とも情報共有しながら行っていきます。 

  加えて、今後の取り組みについて意見交換会で議論したところ、 

   (1) 今までの実施事業（啓発・出前講座、行為の制限）については継続す

る。 

   (2) へきなん自転車散歩とコラボした事業を検討する。 

   (3) モデル地区（レールパーク）を選定し、景観事業を進める。 

という方向性がでました。今後、この方向性に基づいた活動について検討し

ていきます。なお、市制８０周年の年に何らかの成果を発表もしくは活動報告

をすることを目標とします。 
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